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２０２４年 7 月 10 日（水）京浜東北線において大田運輸区の乗務員が  

乗務員室（車掌側）に小学生くらいの子供が乗車しているのを認め、当該の

乗務員は直ちに自職場に報告を行いました。 

その後、事態の把握を行うとさいたま車掌区の「ダイバーシティチーム」が主となって取り組

んだ「さいたま市中学生職場体験プログラム」での車掌の仕事体験として体験乗車していたこと

が判明しました。この取り組みについては、首都圏本部モビリティ・サービスユニットをはじ

め、同じく京浜東北線を担当する大田運輸区・横浜運輸区への連絡・周知もありませんでした。 

「会社が判断したので問題はない」 

と社員からの指摘を一蹴 
管
理
者 

過去の事例から見ても、一般の方が乗務員室内の機器に故意でなくとも誤って触れる恐れは

あります。管理者等が一緒に乗車しているから大丈夫という判断は「正常性バイアス」そのもの

であり、安全に関する想像力の欠如、事態の過小評価であるといえます。私たち鉄道従事者は、

お客さまの命をお預かりし、安全に目的地までお連れするという使命と責任をもって日々の業

務に向き合っています。鉄道事業者である会社は、市からの要請があったとはいえ「営業列車の

乗務員室に一般の方を乗車させることはあってはならないことであった」と私たちは考えます。 
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１．京浜東北線において、車掌の体験乗車として営業列車における乗務員室内での体験乗車を実施したことに対する見解を明らか

にすること。また、実施に至る経緯と許可した根拠を具体的に明らかにすること。 

（回答）各地方機関において、地域と連携した取り組みを実施しているものであり、必要な手続きを行ったうえで、安全を確保し、
実施しているところである。 
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２．営業列車での乗務員室内における体験乗車を即刻中止すること。また、今後も同種内容の取り組みは行わないこと。 

 
（回答）引き続き、安全を確保したうえで実施していく考えである。 
 

✓ 


